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交通教育ＮＰＯ ＯＳＣＮじてんしゃスクール
（尾張旭・セーフティー・サイクリスツ・ネットワーク）

親子で体験！ＯＳＣＮ じてんしゃスクール 森林公園植物園 ＯＳＣＮセーフティー！サイクリング 学校での自転車交通安全授業

子ども・大人・親子が、楽しく学べる自転車の交通安全教育

行政・警察・学校・民間企業との連携や協働により
地域で考え推進する交通安全教育の展開
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親子で学ぶ、交通ルールと 自転車の安全運転教育



① 日本の交通の現状
必要とされる交通安全教育



交通ルールを守っていても・・・





横断歩道だけど ・ ・ ・

動画出典 ： ＮＨＫ ／ ＪＡＦ（止まらない車） 2018年 約9割 ⇒ 2019年 約８割



動画出典 ： ＮＨＫ／愛知県警察



自転車が、前方不注視で 歩行者に衝突

自転車ユーザー増加に伴う自転車事故 増加

車が暴走して歩行者やお店に突っ込む

乗り物運転者のスマホ注視の前方不注意による事故

あおり運転による事故や事件 ・ ・ ・ ・ ・

交通社会で
児童をとりまく社会が 悪いお手本を見せている



日本の交通社会の状況

交通事故死者数
約16,000人 → 3,215人 へ (年間／24時間以内死者数）警察庁2020 1/6発表

負傷者数
約 90万人 → 約 46万人 ( 尾張旭・瀬戸・長久手・日進の人口合計 36万人 ）

50年前と比べると 減少・・・

現実は・・・

歩行者軽視 ・ 車優先意識が見え隠れする社会

歩行者の子どもや高齢者が犠牲となる傾向が高い社会



1948 ～ 2017 推移 内閣府 交通安全白書 資料より



警察庁 2017 統計資料より

約 2,000人

約 700人

約 900人

約 800人

約 7,000人

単位: ％



危険予知ができる児童の育成

～交通社会の現状から児童を守るために～
自転車の運転以前に、歩行者として安全行動するための教育が大切！

• 交通ルールに関心を持たせる

• 「止まる」 「見る」 「聞く」 「考える」 「待つ」 姿勢の育成

• KYT 危険予知トレーニング の実践
自分以外の交通参加者 運転者等の視点や状況を想像できるようにする

• 親や先生からの 繰り返しの交通安全の話

自分に都合よく考える
～だろう歩行（運転）

危険予知につながる
～かもしれない歩行（運転）



学校での交通安全授業例（市内）

尾張旭市立 三郷小学校・旭小学校
４、５、６年生 クラス別

❸ 技能

❷ 知識

❶ 前提となる理念

❶ 前提となる理念 ～公共マナーと順法～
❷ 知識 ～交通規則の知識と危険回避能力～
❸ 技能 ～自転車操作の基本～

クラス別指導 三段階タイプ

学年 ４年生❶・５年生❷・６年生❸
時間 各４５分
場所 教室❶❷ 運動場❸



② OSCNと市との協働による
交通安全教育の取組



１

親子で体験！ＯＳＣＮ じてんしゃスクール 森林公園植物園 ＯＳＣＮセーフティー！サイクリング 学校での自転車交通安全授業

子ども・大人・親子が、楽しく学べる自転車の交通安全教育

行政・警察・学校・民間企業との連携や協働により

地域で考え、繰り返し実施する交通安全教育



ＯＳＣＮ

行政

民間企業

警察

学校

研究機関

連携や協働

尾張旭市
環境省
愛知県
瀬戸市
春日井市
豊田市尾張旭市立 小学校

長久手市立 小学校
日進市立 小・中学校
私立小学校
ＰＴＡ
交通・社会・教育問題研究 矢橋昇事務所

豊田市交通安全学習センター
一財 日本交通安全教育普及協会
JAF日本自動車連盟愛知支部
NPO法人 体育とスポーツの図書館

尾張旭市自転車店
自転車メーカー
FMラジオ局（ラジオサンキュー）

自転車レーシングチーム
交通安全啓発団体 など

守山警察署
愛知県警本部
第一交通機動隊
西警察署
春日井警察署
愛知県交通安全協会 ＯＳＣＮの活動は全て 連携や協働により行われている



親子で学ぶ 交通ルール と自転車の安全運転教育

尾張旭市市民プール
駐車場



小学校での授業 交通参加者としての行動を学ぶ

旭小学校



地域と共に目指したい理想

競技

スポーツ

交通安全教育

交通ルールと公共マナー
操縦技術トレーニング

自転車走行空間の整備

人にやさしく持続可能な
自転車文化の基礎づくり

が目指すもの

学校

地域 家庭

＜１０年後、２０年後を見据えた尾張旭市における自転車交通安全対策＞

リスクマネージメントできる子ども

１０年後といえば、小学１年生が高校生に。通学で自転車利用が急増する頃。
２０年後は、おそらく自動車の運転免許を取得している。
成長していく子どもたちが、交通参加者として
自らリスクマネージメントをできるようになること、それこそが、
安全な交通社会実現への確実な近道である、と考える。



③ 尾張旭市での次年度以降の取組



小学生自転車交通安全教室

対象 ： 自転車に乗り始める小学生

実施校： 市内の小学校全校 ・ 授業時間内

内容 ： 自転車の乗り方や運転マナー向上

のための交通安全教室



④ 交通安全教育で必要な教具



横断マット ・ 踏切マット

• 室内外での横断教育に活用



ご清聴ありがとうございました
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